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慢性複雑性尿路感染症に対するAM-715の 検討

島田 馨 ・稲松 孝思 ・浦山 京子

東京都養育院付属病院内科

老年者の慢性複雑性尿路感染症7例 にAM-7151日 量400mgを5～12日 間投与した。 この7例 の

うち6例 は神経因性膀胱を,1例 は前立腺肥大を基礎に有していた。薬剤は200mg,1日2回 投与が

6例,100mg1日4回 投与が1例 であった。

腎盂腎炎で発熱のあった2例 は投与後翌日と,投 与後7日 目にそれぞれ解熱した。被検7例 中膿尿

と細菌尿共に消失したもの2,膿 尿消失と細菌尿軽快 したもの1,膿 尿軽快し細菌学的効果不明1,

膿尿不変だが細菌尿軽快したもの2,膿 尿細菌尿共不変が2で あり,こ れをもとにした臨床効果は著

効2,有 効3,や や有効1,無 効1で あった。細菌学的には従来のキノリンカルボン酸系薬剤が無効

であつたEnterococcusを 起炎菌とする尿路感染にも有効なことが注目された。

副作用はみられなかつた。

緒 言

QuinolinecaTboxylic acidの7位 にpiperazine,6位 に

フツ素を有する合成抗菌剤AM-715を,老 年者 の複 雑

性尿路感染症7例 に使用した成績を報告する。

I.　検討方法

対象は東京都養育院付属病院の患者7名 で,腎 孟腎炎

2例,慢 性膀胱炎5例 である(症 例5,6のK.O.例 は同

一慰者で,54年11月 と55年2月 の再燃に投与 したもので,

正確には4症 例の5治 験である)。腎盂腎炎 の1例 は前

立腺肥大が基礎にあり,腎 盂腎炎の残 りの1例 と,慢 性

膀胱炎の5例 は頸椎症,脳 血管障害,悪 性腫瘍脊椎転移,

直腸癌根治手術時の神経損傷などに起因する神経因性膀

胱があり,そ の上に尿路感染症が成立した例である。7

例中4例 がカテーテル留置状態であった。薬剤は100mg

1日4回 の経口投与例が1例 で,残 りの6例 は200mg

を1日2回 経口投与した。投与期間は5～12日 間である。

効果判定は発熱をみた腎盂腎炎の2例 は熱型の推移,

膿尿,細 菌尿を判定の指標とし,慢 性膀胱炎は膿尿,細

菌尿の改善を重視した。このうちUTI薬 効評価基準 に

より判定可能な症例(No.1,2,3,4,5,お よび7)を 別 に

UTI薬 効評価基準で判定 した。

II.　成 績

7例 の臨床効果をTable 1に,検 査値の推移をTable 2

に示 した。以下,各 症例を簡単に解説する。

症例.1,S.K.88歳 男子,脳 動脈硬化性痴呆と前立腺

肥大があったが,突 然39℃ まで発熱があ り30～50/視

野 の膿 尿 をみ とめ た。AM-715200mg1日2回 経 口 投

与 した とこ ろ翌 日に は解 熱 した。 尿 か らは>105/mlの

E.coliが 培 養 され て い る。12日 間 で投 薬 を終 了 したが,

終 了2日 後 の尿 検 査 で は膿 尿 は消 失 し,培 養 も陰性 で あ

つ た。 そ の後 の再 発 は認 め られ ず,著 効 例 で あ る(Fig.

1)。

症 例2,M.N.72歳 女 子,3年 前頸 椎 症 が悪 化 して失

禁状 態 とな り,ラ ミネ ク トミー を受 け た が軽 快 しな か っ

た。3ケ 月 前 よ り発 熱 が認 め られ る よ うにな り,尿 培 養

でP.aeruginosaが 検 出 され てい る。1週 来38～39℃ の

発 熱 が弛 張 し,NA1日19を7日 間 内 服 した が無 効 で

あ った。 そ こでAM-715 100mg 1日4回 の 内服 に切 り

Fig. 1 Clinical course of case 1 (S. K., 88 years old,
male)
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Table 1 Clinical results of AM- 715

Before treatment

/

 After treatment

Table 2 Clinical laboratory findings before and after AM- 715 therapy

Before treatment

/

 After treatment
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Fig. 2 Clinical course of case 2 (M. N., 72 years old,
male)
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かえた 。AM-715投 与 開始 直前 の尿 沈渣 で は30～50/視 野

の白血球 が,培 養 で はP.vulgaris,P.aeruginosa,S.aureus,

Citrobacterの4菌 種 が計>105/ml検 出 さ れ て い る。

AM-715の 投 与 開始1週 間 で平 熱 に復 し,尿 中 白血 球 も

5～10/視 野 に減 少 した。 投 与 は9日 間 で終 了 した が,

翌 日の尿 検査 で白 血球 は50/視 野 と逆 も ど り し,104/ml

の β-Streptococcusが 培 養 され た 。 膿 尿 に対 す る効 果 は

不 充分 であ つた が,発 熱 や 細 菌尿 に対 して は有 効 で あ り,

全 体 と して有 効 と判 定 した(Fig.2)。

症例3～7は い ずれ も神経 因性 膀 胱 に合 併 した慢 性膀

胱 炎 であ る。症 例3(N.F.76歳,男 子)は 血管 肉腫 の 腰

椎 転移 に よる神 経 因性 膀胱 が あ り,尿 沈 渣 に無 数 の 白血

球を認 め,ま た 培養 でEnterococcusを 認 めた 例 で,AM-

715 200mg 1日2回5日 間 の投 与 によ り,膿 尿,細 菌 尿

共 に消 失 して 著効 と判 定 した。 症 例4(F.T.80歳,女 子)

は脳血 管障 害 に よ る神 経 因 性 膀胱 に慢性 膀 胱 炎 をお こ し

た例 で,AM-7151日400mg 7日 間 の投 与 に よつ て20～

40/視 野 の 白血 球 が1～2/視 野 に減 少,治 療 前 の>105/

mlの 尿 中KlebsiellaとEnterococcusの うちEnteroco-

ccusは 残 存 し,KlebsiellaはS.aureusとP.aeruginosa

に菌交 代 した が菌 量 は104/mlに 低 下 して お り有 効 と 判

定 した。 症 例5(K.O.90歳,女 子)は 症 例6と 同一 患 者

で,直 腸 癌 根治 手 術 の 際 の神 経 損 傷 で神 経 因 性膀 胱 とな

つ た。 最初 のAM-715 200mg 1日2回7日 間 の治 療 で

膿尿 の改 善 効果 は得 られ な かつ た が,>105/mlのEn-

terococcusは103/mlのCorynebacteriumに 菌交 代 し て

い るた め,や や 有 効 と判 定 した。 そ の 後3ケ 月 を経 て膿

尿 が増悪 し>105/mlの γ-Streptococcusが 検 出 され た の

でAM-715 200mg 1日2回 を再 投 与 し,5日 後 に膿 尿

の著 明 な改善 を得 て有 効 で あつ た。 症 例7(A.M.82歳,

女 子)も 脳 血 管障 害 によ る神 経 因 性 膀胱 例 で,AM-715

1回200mg 1日2回5日 間 の治 療 で も,尿 中 の無 数 の

白血球は滅少せず,>105/mlのKlebsiellaも そのまま

存続 して無効であった。

副作用,検 査値の異常はみられなかつた。以上をまと

めると発熱をみた2例 はAM-715投 与翌 日および7日 後

に解熱し,膿 尿 と細菌尿共に消失したもの2例,膿 尿が

消失し細菌尿が軽快 したもの1例,膿 尿が不変で細菌尿

が軽快 したもの2例,膿 尿が軽快 し細菌学的効果不明の

もの1例,膿 尿も細菌尿も不変であつたもの1例 であつ

た。 これ らをもとに判定 した臨床効果は著効2,有 効3,

やや有効1,無 効1で あつた。

III.考 案

AM-715は,従 来のquinolinecarboxylicacid系 やその

類似の抗菌剤に比して抗菌活性が一段と増強され,グ ラ

ム陰性菌のみならずグラム陽性菌にも抗菌力が強 く,こ

の抗菌スペクトラムの中にはABPC以 外は大部分 が 無

効であるS.faecalisも 含 まれている1)。

AM-715を 老年者の複雑性尿路感染症7例 に使用した

今回の成績は,著 効2,有 効3,や や有効1,無 効1で

著効,有 効を合せると有効率は7割 を越える好結果であ

つた。特に7例 中6例 は神経因性膀胱 を基礎疾患 とする

難治性のものだけに,こ の数字は評価されてよい。

高齢者の尿路感染症で はE.coli,Klebsiella,Proteus

sp.Enterococcus,P.aeruginosaな どの分離率がほぼ同

等度であり,し かも混合感染の形をとつていることが多

い2)。今回の検討対象では5例 が単一菌感染,2例 が混合

感染で,神 経因性膀胱を伴なう慢性尿路感染にしては単

一感染の割合が多いと言えよう。この単一菌感染5例 中

Enterococcus感 染2,γ-Streptococcus感 染1で あ り,

これらStreptococcusに 対 してAM-715は 著効1,有 効

1,や や有効1の 優れた成績を示した。このことは本系

統の薬剤は従来S.faecalisに 抗菌力が弱く,Enterococ-

cus感 染には効果が期待できなかったの に くらべ て,

AM-715の 一つの特長に挙げられる。

Enterococcusの 病原性の強さについては議論のあると

ころであるが,ラ ットの実験的腎盂腎炎作製に用いられ

ており3),臨 床例でも慢性尿路感染で分離頻度が増加 し

ているので,無 視できぬ菌 と考えられる。

投与量はすべて1日 量400mgで,7例 中6例 は200

mgを12時 間毎に内服させた。 今回は血中濃度や尿中排

泄は検討しなかったが,高 齢者5例 に200mgを 内服さ

せて血中濃度と尿中排泄を測定 した慈恵医大第二内科グ

ループの成績では,8時 間後の血中濃度は0.35μg/mlと

低 いが,6～8時 間の尿中濃度は42.2±15.8μg/mlで あ

り1),AM-715の 抗菌力の強さからみて充分な尿中濃度

といえる。 したがって老年者の慢性尿路感染症で中等症
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以下の場合は200mg 1日2回 の内服でも効果が期待で

きるもの と考えられる。
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AM- 715 THERAPY IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

KAORU SHIMADA, TAKASHI INAMATSU, KYOKO URAYAMA

Department of Internal Medicine, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital

AM- 715, a new derivative of quinolinecarboxylic acid, was used for the treatment of 7 aged patients with chronic

urinary tract infections. The infections were complicated by indwelling catheters, underlying B. P. H. and neurogenic

bladder. AM- 715 was given orally in a dose of 200mg two times a day for 6 patients and of 100mg four times a day

for 1 patient for 5 to 12 days. Excellent response was observed in 2 cases, good in 3 cases, fair in 1 case and poor in

1 case. It is remarkable that Enterococcal infection and ƒÁ- Streptococcal infection were eradicated by the AM- 715 treat-

ment.

No adverse reaction was noted.


